
４
月
の
動
き

4
・
１(

水)

大
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り

大
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り

　　　　　　　

　　　　　　　　

自
治
会
結
成

自
治
会
結
成

4
・
7(

火)

夜
須
第
４
地
区
ま
ち
づ

　
　
　
　
　　
　
　

く
り
自
治
会
役
員
会
へ

　　　　　　　　

の
協
議
会
説
明

4
・
8(

水)

香
我
美
町
評
議
会

4
・
18(

土)

手
結
山
地
区
ま
ち
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　

り
自
治
会
へ
の
協
議
会

　　　　　　　　

説
明

4
・
19(

日)

中
ノ
村
地
区（
野
市
町
）

　　　　　　　　

自
治
会
懇
談
会

　　　　　　　
・
東
上
野
自
治
会
総
会

　　　　　　　　

自
治
会
編
成
に
つ
い
て

4
・
26(

日)

西
山
地
区
ま
ち
づ
く

西
山
地
区
ま
ち
づ
く
り

　　　　　　　

　　　　　　　　

自
治
会
結
成

自
治
会
結
成　　　　　　　

　　　　　　　
・
西
町
北
自
治
会
準
備
会

　　　　　　　
・
夜
須
第
４
地
区
ま
ち
づ

　　
　
　
　
　
　

く
り
自
治
会
総
会
に
て

　
　　
　　　　　

協
議
会
説
明

香
南
市
補
助
金（
助
成
金
）一
覧
を

作
成
し
ま
し
た
。

　
　

今
月
号
の
広
報
と
一
緒
に
各
町

内
会
へ
回
覧
し
て
い
ま
す
の
で
、
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
冊
子

が
ほ
し
い
方
は
、
本
庁
地
域
支
援

課
も
し
く
は
各
支
所
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　　　　　　　　

明
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

役員(９人)
会長１
副会長１
幹事３
書記１
会計１
監査２

まちづくり
自治会活動を
紹介します。

●

夜須第5地区まちづくり自治会（西町地区）は、
人口約229人（102世帯）の地域で、上ノ町・コ
ヤト住宅・西裏町・西町・中の町裏・中の町表
の６つの町内会が一つになりました。
自治会設立は平成24年。

クリスマス交流会　餅つき（12月） 地域清掃活動　ヤ・シィパークにて（６月）クリスマス交流会　あん餅づくり（12月）

自治会の構成

お問い合わせ
地域支援課
☎57-8503

※来月号は香我美町の山南地区まちづくり協議会を紹介します

※評議会とは、香我美町の６地区の協議会長が集まる会議で、情報交換などの意見交換をしています。

★地区担当職員（９人）

夜須第5地区まちづくり自治会（西町地区）

説

まちづくり

※

No6

▲観音山からの眺望

課
も
し
く
は
各
支
所
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

祝祝

▲観音山からの眺望

　　自治区内の親睦と福祉を増進し明るく

住みよいまちづくりをめざして、発足以来、

地域清掃・美化活動、交流会、南海地震や

災害に備える講習会・避難訓練などを行っ

てきました。しかし、地域内では少子化や高

齢化が進み、自治会の諸行事への参加者

も少なくなり、その対策もままならない状態

です。以前と比べ、空き家、空き地が増え、若者は県外へ流出して

います。けれども泣き言ばかりでは前へ進

みません。今、この地域で暮らしている者が、

ずっとずっと、いきいきと、お互いを助け合っ

ていき、今できることを継続して、地域の力

に変えていきたいと思っています。

　　この地区には、安政の大地震による大津

波から、多くの人命を救った観音山があり、

頂上にはその時の状況を印した記念碑も

あります。地区住民から命の山として慕わ

れている、その頂上からは夜須の町が一望

でき、素晴らしい景観が望めます。この地区

に生まれ育った住民は皆、愛着をもっている

からこそ、自治会の各種活動の舞台として

この観音山を前面に出し、地区民の結束・

絆を深めたいと考えています。

会長 安岡　宏さん

会長 松本　義晴さん

市
長
談
話
室
28

おすすめの1冊おすすめの1冊おすすめの1冊おすすめの1冊

　　

川
の
働
き
は
、大
き
く
３
つ
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。１
つ
目
は
、洪
水
を
防
ぎ
、

降
っ
た
雨
を
安
全
に
海
ま
で
流
す「
治
水
」

の
働
き
、２
つ
目
は「
利
水
」で
、発
電
や
工

業
、農
業
、水
道
、防
火
用
水
な
ど
幅
広
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
３
つ
目
は「
環

境
」。美
し
い
景
観
は
、私
た
ち
に
安
ら
ぎ
を

与
え
て
く
れ
、生
き
物
が
生
息
し
や
す
く
、

親
し
み
や
す
い
川
は
、憩
い
の
場
や
生
活
の

中
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

川
魚
が
豊
富
で
多
く
の
釣
り
人
で
賑
わ

っ
て
い
た
物
部
川
は
、私
た
ち
の
生
活
環
境

の
変
化
と
と
も
に
、生
活
雑
排
水
の
流
入

に
よ
る
水
質
汚
染
や
気
象
の
変
化
に
よ
る

濁
水
と
渇
水
、上
流
部
の
山
地
崩
壊
、ダ
ム

や
水
利
権
な
ど
、河
川
環
境
が
問
題
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、関
係
者
だ
け
で
な
く
、流
域
の

人
に
も
川
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、環
境

問
題
に
取
り
組
ん
で
も
ら
お
う
と
、こ
れ

ま
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
環
境
バ
ス
ツ
ア
ー
、

清
掃
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。２

月
22
日
に
は
、物
部
川
の
清
流
保
全
活
動

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
集
ま
り
、

高
知
工
科
大
学
で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

私
も
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
は
、地
域
支
援
課
が
中
心
に

な
り
清
流
保
全
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

漁
業
の
面
か
ら
見
れ
ば
商
工
水
産
課
、環

境
全
般
で
い
え
ば
環
境
対
策
課
、治
水
で

は
建
設
課
、治
山
や
森
林
整
備
な
ど
で
は

農
林
課
、教
育
面
で
あ
れ
ば
教
育
委
員
会

と
、担
当
部
署
は
多
方
面
に
わ
た
り
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
環
境
が
、産
業
や
歴
史
文

化
、そ
し
て
観
光
を
も
生
み
出
す
時
代
。日

常
生
活
の
変
化
と
と
も
に
、物
部
川
へ
の
関

心
は
薄
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。物
部
川
の

現
状
を
知
り
、意
識
す
る
だ
け
で
も
川
は

変
わ
り
ま
す
。物
部
川
を
、み
ん
な
で
自
慢

の
川
に
し
ま
し
ょ
う
よ
。

　

香
南
市
を
流
れ
る
一
級
河
川
、物
部
川
。そ
の
源
は
香
美
市
の
白
髪
山（
標
高
１
，

７
７
０
ｍ
）で
、大
小
34
河
川
を
合
わ
せ
つ
つ
香
美
市
を
通
り
、香
南
市
と
南
国
市
の

間
を
太
平
洋
ま
で
流
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
水
は
発
電
用
な
ど
で
利
用
さ
れ
る

ほ
か
、農
業
用
水
と
し
て
香
南
市
内
を
巡
っ
て
い
ま
す
。

　

川
の
水
は
、昭
和
30
年
代
こ
ろ
ま
で
洗
濯
や
風
呂
、食
器
や
野
菜
を
洗
う
た
め
な

ど
、日
常
生
活
に
は
不
可
欠
で
あ
り
、川
で
捕
れ
る
ア
ユ
や
ウ
ナ
ギ
、エ
ビ
、シ
ジ
ミ
貝

な
ど
は
食
材
と
し
て
家
庭
の
食
卓
に
上
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、夏
に
は
、真
っ
黒
に
日

焼
け
し
た
子
ど
も
た
ち
の
格
好
の
遊
び
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、今
の
物
部
川
は…

物
部
川
に
つ
い
て
考
え
る

　 坂東三津五郎　 坂東三津五郎
　　　粋な城めぐり　　　粋な城めぐり

坂東三津五郎/著

2月21日に59歳という

若さで亡くなられた

坂東三津五郎さん

が、世界遺産に登録

されている姫路城を

はじめ、各地のお城

を紹介した本。時間

をつくって行ってみた

くなります。かく言う私もお城ファン。というこ

とで、まずは彦根城へ！

◆
川
の
役
割

母
な
る
川 　
　

物
部
川

　４月から数回、時間を見つけては「地元の学校支
援のための緑の募金」のお願いに、地元の企業や団
体を訪問させてもらいました。
　これは、私が公益社団法人高知県森と緑の会の理
事であることに加えて、いただいた募金の２割が高知
県内の緑化活動などに、そして最大８割が、地元香南
市の子どもたちの緑化活動や森林環境学習への支
援となっているからです。
　森林率84％をほこる高知県の森や山を守っていく
ためには、次世代を担う子どもたちへの森林体験教
育が重要となってきます。そこで、この取り組みを構築
すべく、まずは香南市から活動をスタートさせたところ
です。皆さまのご支援・ご協力をお願いします。

◆
環
境
問
題
を
広
域
で
取
り
組
む

31２０１５.５ 30 ２０１５.５


